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我々は，太陽電池や分子デバイスの材料となる機能性物

質内に対して，多周波計測，パルス法を含む電子スピン共

鳴法(ESR)やなどの磁気共鳴の手法を用いて研究を行って

いる．共有結合性有機骨格構造（COF: Covalent Organic 

Frameworks）は共有結合で結ばれた多孔性物質であり，触

媒や光機能を持つことで着目されている 1．これまでに，

ドナー・アクセプター系 2次元COFの１つである ZnPc-NDI 

COF に対して，可視光による時間分解 ESR を行い，電荷

分離した遍歴性キャリアについて議論した 2．一方，江ら

により芳香族をイミンやシアノ基で結合した新しいタイプ

の COFの開発が行われている．この系は閉

殻であるが，ヨウ素をドープする事により

電子スピンが生成される． 種々の系が開発

されているが，特にテトラフェニルピレン

をジシアノキノンで結合した py-sp2c-COF

と称される Fig. 1の系は，顕著な磁性を示

す．粉末状の pristineの py-sp2c-COFを ESR

試料管に入れ固体ヨウ素を印加したときの，

ESR 信号のヨウ素ドープ時間依存性を Fig. 

2 に示す．閉殻である pristine試料では ESR

信号は観測限界以下であるが，ヨウ素ドー

プとともに顕著な ESR 信号が現れる．g 値は 2.003 で異方性小さく，芳香族環上にスピンがある

事が分かる．信号強度は，ヨウ素ドープから１日程度で頭打ちになり，2 日程度で飽和する．詳

細については，当日議論する． 
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Fig.1 sp2c-COF 

 

 

Fig.2 Time development of ESR signal with iodine doping 
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